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再　査　読　結　果　報　告　書

査読者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
原稿受付番号：No                     
原稿受領日：平成　　　年　　月　　　日
論文の種類：総説　原著　研究報告　資料　（○をつける）
論文名：
　　
査読結果（該当するものに○印をつけてください。）
1. このまま採用してよい
2. 小修正後採用してよい（査読意見にもとづいて訂正すれば採用可）
3. 不採用

以下の審査項目について、該当するものに○印をつけてください。

1.論文の種類について　　　　適切　/　変更が必要
　著者が希望している種類に変更が必要な場合は、この論文が該当すると思われる種類に○をつけてください。＜総説　原著　報告　資料＞

2.題名　　　    　  適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
[bookmark: _GoBack]3.研究目的　        適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
4.研究方法　        適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
5.倫理的配慮　      適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
6.研究結果　        適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
7.考察　　　        適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
8.論旨　　　        適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
9.論文の長さ　      適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
10.論文の要約　     適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
11.文章の表現方法　 適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
12.引用/参考文献　 	適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
13.キーワード　　   適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要
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14.図、表、写真     適切 / 軽度の修正が必要 / かなりの修正が必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
再査読意見
「査読結果」で２，３に該当すると判断された場合は、投稿者に対してできるだけ具体的なご指摘、アドバイスをしていただけますようお願いいたします。
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